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ヒキガエル、都会を暗躍する

　 たまにはタヌキやハクビシン以外
の動物の話もさせてください。

ヒキガエルとの遭遇

　 都会にいる動物はタヌキやコウモ
リだけではありません。野鳥は当然
としても、ヤモリやモグラ(モグラ
塚)に遭遇することも珍しくはありま
せん。そんな中でもぎょっとする動
物がヒキガエルです。東京では亜種
アズマヒキガエルが生息していま
す。カエルというと水場の動物とい
うイメージですが、ヒキガエルは成
体になると水場を離れて生活するこ
とができます。そのため都会の住宅
地でも目撃することがあります。
　 何年か前の小雨の夕方のこと、私
は神田川沿いの遊歩道(文京区)を歩
いていました。すると、むにゅっと
何かを踏んづけてしまいました。あ
ちゃー、イヌのフンを踏んじまった
か？　 と思って靴の裏を見ても何も
汚れていません。それに感触も何だ
か妙な感じでした。踏んづけた路上
の茶色のかたまりをよく見てみると

それはアズマヒキガエルではありま
せんか。そのカエルは何事もなかっ
たように歩き去っていきましたが、
骨とか内臓は大丈夫だったのでしょ
うか？　 かわいそうなことをしてし
まいました。
　 また、昨年夏、善福寺公園にコウ
モリ観察に行った時のことです。大
雨の後に池のそばを歩いていると、
何かを蹴飛ばしてしまいました。そ
の物体はころころころころと数mも
転がっていきました。さすがに今回
は蹴飛ばした瞬間にヒキガエルだと
わかりました。ヒキガエルは平気な
顔をしていましたが申し訳ありませ
んでした。
　 そして今年。七夕の夜に日本橋川
沿いを歩いてコウモリ観察をしてい
た時のこと。遊歩道上に何やら茶色
の小型の物体があるではありません
か！　 これはもうヒキガエル以外の
何物でもありません。ここは千代田
区大手町、隣は経団連会館、日本橋
川の上を高速道路が走るという大都
会のど真ん中です。ちょっと信じが
たいことではありますが、このヒキ

ガエルは近くの水場から来たものと
私は推測しています。

タヌキとヒキガエルの関係

　 ヒキガエルは実はタヌキとも関係
があります。タヌキはなんとヒキガ
エルを食べているらしいのです。た
だ、ヒキガエルは背面に毒がありま
す。そのためヒキガエルを丸ごと食
べることはできません。ではどうす
るかというと、脚だけを食べてしま
うのです。実際、脚をもがれたヒキ
ガエルの目撃情報があり、その犯人
はタヌキだろうと推測されるので
す。残酷な話のようですが、都会の
タヌキも生きていくためには必死な
のです。
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全国のタヌキ、ハクビシンなど
の情報を集めています。
http://tokyotanuki.jp

踏まれたり蹴られたりしてますが…

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(左)2013年、善福寺
公園で蹴飛ばしたア
ズマヒキガエル(本
人)。ごめんなさい。
(右)2014年、大手町
を散歩中のアズマヒ
キガエル。


